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0. 序
本稿では、言語ごとに異なる「好まれる言い回し」（池上・守屋編著、2009）、すなわち、同一
事象の描写の差異に着目しつつ、動作主非明示の人為的行為の結果をどう表現するかを韓国語や
ロシア語と比較しながら考察し、日本語の事態把握の特徴を明らかにする。
1. 背景と目的
「好まれる言い回し」は言語間で異なるとされるが、誰がやったか不明の動作結果を表す場合
も例に漏れない。例（1）はすべて受動文、（2）は日本語とロシア語は自動詞、韓国語は受動文、
（3）は日本語はシテアル、韓国語とロシア語は受動文である（以下、韓国語の例のローマ字表記
では、受動に関わる形態素は前後をハイフンで分割し、斜体で示す）1）。
（1）日：すでに皿が割られていました。
　　韓：이미　　접시가    깨져    있었어요 . 
　　　　 imi 　　 ceopsika 　 kkae-cye　iss-eoss-eoyo 
　　　　すでに　皿が  割る -cita-ていました
　　露：Уже	 тарелка	 былa	 разбита.
　　　　Uže	 tarelka	 byla	 razbita.
　　　　すでに 皿が 繋辞 割られる（被形過）
（2）日：電気がついています。
　　韓：불이      켜져　　　있습니다 .
　　　　pul-i									khyeo-cye    issseupnita.
　　　　電気が　つける -cita-います
　　露：Свет	 горит.
　　　　Svet gorit.
　　　　電気（主） ついている
（3）日：カレンダーに今月の予定が書いてあります。
　　韓：달력에 이번 달 예정이 쓰여져 있습니다 .
　　　　tallyeok-e	 ipeon	 tal	 yeceong-i	 sseu-iye-cye issseupnita.
　　　　カレンダーに 今 月 予定が 書く -i/hi/li/ki-cita-ています
　　露：В	календаре	 написаны	 планы	 на	этот	месяц.
　　　　V	calendare	 napisany	 plany	 na	ètot	mesjac.
　　　　カレンダーに 書く（被形過） 予定 今月の
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2. 先行研究
千・柏原（2006）は韓国語、堀江・パルデシ（2009）は英・韓・中・マラーティ語、Soejima（2014）
はロシア語、副島（2018）は韓国語についてパラレルコーパスを分析し、言語間の構文使用の分
布状況の違い（受動か能動かなど）を量的に示した。その結果、受動文については言語によって
選択の傾向が異なり、そこに視点の違いが影響していること、その中でも日本語は受動文を好ん
で使う言語であるということが確認された。また、結果の状態は受動文だけでなく、自動詞文な
ど様々に表されることが浮き彫りになった。
これらの研究成果をまとめると、構文選択の傾向は（ⅰ）視点の違いが影響している、すなわ
ち、日本語は「主観的把握」の傾向にある、（ⅱ）日本語は受動文を好んで使う言語である、（ⅲ）
結果の状態を表す場合には必ずしも受動文だけでなく、自動詞文など様々な仕方があり、言語に
よって選択の傾向に違いがある、ということが言える。
本研究は「好まれる言い回し」の要因として何が影響しているか検討する。そのため日本語の
受動文、自動詞文、シテアル構文を取り上げ、形態的類型と基本語順において日本語と近遠の関
係にある、膠着語で SOV型の韓国語と、屈折語で SVO型のロシア語と比較し、同じ事象の描写
においてどのような言い方が自然か、その背景に何があるか考察する。
3. 韓国語の受動文
韓国語で意図的行為の結果を動作主を背景化して示す場合、主に受動文を用いる。韓国語の受
身の作り方はいくつかあることが指摘されているが、概ね次の 3つに大別される。
（i）接辞形─被動の意味を表す接辞 이 /i/, 히	/hi/,		리	/li/,	기 /ki/の接続 2）
（4） 범인이 경찰에게 붙잡혔다 .
	 peom-in-i	 kyeongchal-eke	 utcap-hye-ssta.
 犯人は 警察に 捕まえる -i/hi/li/ki-た
　　　「犯人は警察に捕まえられた」
（ii）cita形─被動の意味を表す語尾 지다 /cita/ の接続
（5） 한글은 세종대왕에 의해서 만들어졌다 .
	 hankeul-eun	 secongtaewang-e	 uihaeseo	 manteul-eo-cye-ssta
 ハングルは 世宗大王 によって 作る -cita-た
　　　「ハングルは世宗大王によって作られた」
（iii）하다	hata	動詞の語尾が - 되다 /toyta/, -당하다	/tanghata/,	-받다 /patta/ 
（6） 우리는 이번 대회에서 라이벌 팀에 우승당했다 3）
	 ulineun	 ipeon	 taehoeeseo	 laipeol		tim-e	 useung-tanghae-ssta
 私たちは 今回の 大会で ライバルチームに 優勝された
　　　「私たちは今回の大会でライバルチームに優勝された」　
（許 1999: 117-118 を一部修正）
4. ロシア語の受動文
ロシア語でも、動作主を背景化して事態の実現や結果を示す場合、受動文を用いる。ロシア語
の動詞は完了体・不完了体の二つのアスペクトがあるが、完了体動詞は受動の過去分詞を形成（被
動形動詞過去短語尾（-н-/-т- （-n-/-t-）により形成））し、「コピュラ + 分詞」形によって表現される（例
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7）。一方、不完了体動詞の場合は再帰動詞（接尾辞 -ся（-sja）をつける）によって受動が表現さ
れる（例 8）。動作主は造格となるが、必須補語ではない。
（7） Дом	 был	 построен	 плотником.
 Dom byl	 postroen	 plotnikom.
 家（主） 繋辞 建てる（被形過） 大工（造）
　　　「家は大工によって建て上げられた」
（8） Дом	 строился	 плотником.
 Dom stroilsja	 plotnikom.
 家（主） 建てる -再帰 大工（造）
　　　「家は大工によって建てられていた」
（城田 2003: 190）
5. 研究課題
本稿では、（1）-（3）のような動作主に言及しない結果状態を表す場面を考察の対象とする。す
なわち非対格自動詞や受動文の不完結とシテアルを取り上げ、次の点を検討する。
人為的事態の過程や結果を描写する際、 
1. 日本語、韓国語、ロシア語ではどのような言い方が自然か
2. その使用傾向においてそれぞれの言語に違いが生じる理由は何か
6. 研究データ
以上の課題について検討するため、2つの方法でデータを収集した。1つは母語話者に接触し
て集めた作例データであり、もう 1つは同じ内容が韓国語やロシア語で翻訳されたパラレルコー
パスを使用して集めた実例データである。
作例によるデータ収集として、韓国語を母語とする上級レベルの日本語学習者 5名とロシア語
を母語とする上級レベルの日本語学習者 9名に対しアンケート調査を行った。調査票には、例え
ば受身文やシテアルなど過程や結果の状態を示す例文を日本語で提示し、母語に自然訳（日常会
話に現れるような普段使う表現に）してもらった。翻訳は調査対象者ではない韓国語とロシア語
の母語話者の協力のもと、提示した日本語文の内容を理解しているかなどの正誤を判断し、分析
の資料とした。
また、実例によるデータ収集は、同じ内容が韓国語とロシア語で翻訳されたパラレルコーパス
を使用した。日本の小説 1編、村上春樹著『ノルウェイの森』とその韓国語翻訳本、ロシア語翻
訳本の計 3編を使用した。これを選んだのは、有名な作品であり、韓国語とロシア語の翻訳が市
販されていて、テキストが公に認められたものであることと、情景の描写が多く、分析の対象と
する結果状態の場面が多く描かれているからである。
日本語版においてシテイル（受動文のシテイルも含む）とシテアルの文を同定した。それを基
準に動作主が不定の人為的事態の結果を表している場面だけを取り出し、対応する韓国語やロシ
ア語の文と共に分析の資料とした。
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7. アンケート調査の結果
調査結果は表 1に示したとおりである。言語によって回答者数が異なる（韓国語：5名、ロシア語：
9名）が、その結果は一定の傾向を示すと考えられる。回答の構文が調査対象者によって異なる
場合は、もっとも多く使われた構文を自然な表現とみなす。表中の「自」＝自動詞構文が自然、「他」
＝他動詞構文が自然、「受」＝受動文が自然、「×」＝その他の表現が自然であることを示している。
韓国語やロシア語は受動文の例が多かったが、自動詞の例もあった。日本語が自動詞の場合の
結果表現は韓国語では受動文が使用された。以下、日本語のそれぞれの構文が日本語学習者によっ
てどのように理解され、表現されたか、具体例を示しながら見ていく。
表 1．「結果を表す表現」にかんするアンケート調査
日本語 ロシア語 韓国語
?????????1 かばんが開いていますよ 受 受
2 そのいす、壊れてるよ 受 受
3 電気がついています 自 受
4 壁に絵がかかっている 自 受
????5 （セロテープは）引き出しにしまってあるよ × ×
6 カレンダーに今月の予定が書いてあります 受 受
7 机の上にメモが置いてあった 他 受
8 窓が開けてあった 受 受
?????9 皿が割られていました 受 受
10 交番に町の地図が貼られています 受 自
11 三の丸は土塁と水堀に囲まれていた 受 受
12 ダンボールに子猫が捨てられていた × 受
13 正面の棚に人形が飾られていた 受 受
? シテイル4
シテアル4
サレテイル5
自 2 1
他 1 0
受 8 11
× 2 1
7. 1. 分析
7. 1. 1. 自動詞のシテイル
4つの自動詞文のうち、韓国語はすべて受動文、ロシア語は 2つが自動表現、2つが受動文
で表された。自動詞文は「周りの状況全体が変化した」と捉える「ナル表現」（池上ほか 2009: 
119）とされるが、日本語以外にロシア語でも使われることがわかる。
（9）「壁に絵がかかっている」
　■受動文
　　韓 : 벽에        그림이     걸려있다 .
　　　　pyeok-e					keulim-i					keol-lye-issda.
　　　　壁に　　  絵が　　  かける -i/hi/li/ki-た
　■自動詞文
　　露：На				стене								висит																					картина.
　　　　Na				stene									visit																								kartina.
　　　　壁に　　　　 かかっている　　絵（主）
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7. 1. 2. シテアル構文
提示したシテアルの 4場面のうちロシア語は 2つ、韓国語は 3つが受動文で表現された。
（10）「カレンダーに今月の予定が書いてあります」
　■受動文
　　韓： 달력에 이번 달 예정이 쓰여져 있습니다 .
	 tallyeog-e	 ipeon	 tal	 yeceong-i	 sseu-iye-cye issseupnita.
 カレンダーに 今 月 スケジュールが 書く -i/hi/li/ki-cita-いた
　　露： В	календаре	 написаны	 планы	 на	этот	месяц.
	 V	calendare	 napisany	 plany	 na	ètot	mesjac.
 カレンダーに 書く （過去分詞） 計画 今月における
7. 1. 3. サレテイル
日本語では、受動文のシテイル、すなわちサレテイルという形式で状態受身を表す。受動文の
使用場面 5つのうち、韓国語、ロシア語とも 4例が受動文で表現された。韓国語は自動詞による
表現が 1例見られた。
（11）「皿が割られていました」 
　■受動文
　　韓：  이미     접시가          깨져        있었어요 .
　　　　 imi       ceopsika            kkae-cye    iss-eoss-eoyo 
　　　　もう　  皿が　 　　　割る -cita-いた
　　露：Tарелка					уже								была											разбита.
　　　　Tarelka						uže										byla													razbita.
　　　　皿が　　 もう　　繋辞　　　割る （過去分詞）
（12）「交番に町の地図が貼られています」
　■自動詞文
　　韓： 파출소에 마을 지도가 붙어 있습니다 .
	 pachulso-e	 ma-eul	 citoka	 puth-eo	 issseupnita.
 交番に 町の 地図が ついて いる
　■受動文
　　露：Карта						города						наклеена		             					на	полицейском	посту.
　　　　Karta							goroda						nakleena																							na	policejskom	postu.
　　　　地図　　町の　　 貼る（過去分詞）　   交番に
（13）「ダンボールに子猫が捨てられていた」
　■受動文
　　韓： 골판지 상자에 새끼고양이가 버려져 있었다 .
	 kolphanci	 sangca-e	 saekkikoyang-ika	 peolyeo-cye iss-eossta.
 ダンボール箱に 子猫が 捨てる -cita-いた
7. 1. 4. 他動詞文
韓国語では他動詞の能動文によって表現する場合がなかったが、ロシア語では 1例あった。生
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物が対象であり、被害性の意味合いが高く、言語主体が対象に共感しやすい場面⑫において不定
人称文（構文的には主語がない他動詞文で、動作主がだれかに関心を持たずに出来事を示す）が
使われた。これら他動詞文は当該の事象を状態としてよりも動作として描いており、出来事を客
観視していると解釈できる。
（14）「ダンボールに子猫が捨てられていた」
　■不定人称文
　　露：Котенка	 выкинули	 в	картонной	коробке.
　　　　Kotenka vykinuli	 v	kartonnoj	korobke.
　　　　子猫を 捨てる（複過） 段ボール箱に
7. 2. アンケート調査に見られる受動文選択の特徴
受動文による結果表現は韓国語においてもロシア語においてもほぼ同じように表現されてい
る。日本語で 4つ提示した自動詞表現は、韓国語はすべて受動文で表現されたが、ロシア語は 2
例は受動文（①、②）、2例が自動詞（③、④）で表現された。また、日本語では 4つのシテア
ル構文を提示したが、韓国語はそのうち 3例は受動文（⑥、⑦、⑧）で表現され、ロシア語も 2
例は受動文（⑥、⑧）、1例は他動詞文（⑦）で表現された。これらは動作主の存在がより感じ
られにくいものである。
以上の観察から、動作主が不特定の意図的に行われる動作を描写する場合の、日本語、ロシア
語、韓国語の特徴は、1）日本語に比べ、ロシア語、韓国語は受動文を好んで用いる傾向にある、
2）日本語とロシア語は自動詞文も使われる、ということが分かった。
2）について補足すると今回の調査では韓国語の自動表現はあまり見られなかったが、接辞形
は受動化の他に自動詞化の機能もあり、使用者の意識としては自動詞的に捉えて使用している可
能性もある。ロシア語や韓国語の場合の受動文使用は、事態を外側から眺めることで対象がどう
なったかということを把握し、日本語の自動詞使用は、事態を内側から眺めることによって選択
される。即ち日本語はロシア語や韓国語に比べると、主観的把握を好むと言える。
8. パラレルコーパスにおける受動文の使用実態
今まで、動作主非明示の人為的行為を表す場合に、どのような構文が選択されるかを、アンケー
ト調査の結果を元に考察してきた。そこから、視点の選択は構文選択に影響を与えることが確認
されたと同時に、日本語と韓国語とロシア語では視点選択に若干の違いがあることも浮き彫りに
なった。次に、実例を観察し、ロシア語や韓国語は日本語に比べより客観性の高い言語であると
いう主張を検証する。
8. 1. 結果
表 2に示したとおり、日本語では自動詞の使用が 66%とほぼ 3分の 2を占めて多く使用され
ていた。シテアル構文の使用は 20%とあまり多くなく、受動文の使用はさらに少なく、14％だっ
た。韓国語は、受動文とその他の表現が 35％でほぼ同程度、自動詞の使用も 31％が見られた。
ロシア語は受動文が 26％、自動詞文が 27％見られ、最も多かったのはその他の表現で 47％だった。
受動文だけを見ると韓国語が最も多く使用しており、ロシア語では結果の状態を表すのに様々な
表現が可能であることが窺われる。
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表 2. 日韓露語の人為的事態の結果の状態を表す場面における構文の分布状況（下段は %）
他動詞
自動詞 その他 計
受動形 シテアル
日本語
34 47 154 0 235
14% 20% 66% 0% 100%
韓国語
82 0 72 81 235
35% 0% 31% 34% 100%
ロシア語
61 0 64 110 235
26% 0% 27% 47% 100%
8. 2. 分析
8. 2. 1. （状態） 受動文
表 3は、日本語では受動文で表現された全 34場面が韓国語やロシア語ではどのような構文が
選択されたかを示している。受動文は、韓国語では 53％、ロシア語では 44％と韓国語のほうが
多く、自動詞文はロシア語が 6場面、韓国語が 5場面とほぼ同程度であった。
表 3. 日本語の受動文に対応する韓国語とロシア語の表現の分布状況
受動文 自動詞文 その他 計
韓国語
18 5 11 34
53% 15% 32% 100%
ロシア語
15 6 13 34
44% 18% 38% 100%
■ 受動文
（15）人影はなく、どの窓もカーテンが引かれていた。
　　韓： 사람 그림자는 보이지 않고 하나같이 창에는 커튼이 드리워졌다 .
	 salam	 keulimcaneun	 	poici	 anhko	 hanakath-i,		chang-eneun	 kheotheun-i	 teuliwo-cye-ssta.
 人 影は　　　   見えず 一様に 窓には カーテンが 引く -cita-た
　　露： Людей	 видно	 не	 было,		и	 на	всех	окнах	 были	 задернуты	 шторы.
	 Ljudej	 vidno	 ne	 bylo,		 i	 na	vecx	oknax	 byli	 zadernuty	 štory.
 人々（生） 見えなかった そして 全部の窓に 繋辞 引く（被形過） カーテンが
■ 自動詞
（16）だからこうした家並みがそのままに残されているのだ。
　　韓： 그래서 이런 집들이 그대로 남은 것이다 .
	 keulaeseo	 ileon	 cipteul-i	 keutaelo	 nam-eun	 keos-ita.
 だから このような 家並みが そのまま 残る だろう
　　露： Потому,	 видно,	 и	 стояли	 эти	 дома	 нетронутыми.
	 Potomu,	 vidno,	 i	 stojali	 èti	 doma	 netronutymi.
 だから だろう そして 立っていた この 家々（主） そのまま
ここで使われている受動文は、行為そのものよりも目の前の状態を主体に着目せずに描写する
「動作主の非焦点化（Givón 1981）」機能の受動文、すなわち、「降格受動文（益岡 1987, 1991）」
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である。つまり、対象の状態を自然にそうなったかのように捉えて描写していることから、能動
文よりも自動詞文に近い「なる」表現、主観的な表現と言える。韓国語もロシア語もこのような
日本語の受動文使用場面のうち、ほぼ半数において受動文が選択されており、そうした表現を好
む傾向にあると言える。
8. 2. 2. シテアル
日本語ではシテアルによって表現された場面は 47あった。韓国語ではそのうち 36％が受動文、
17％が自動詞文、ロシア語は 45％が受動文、23％が自動詞文で表された（表 4）。
■ 受動文
（17）ベッドのわきには旅行鞄がそのまま置かれ、白いコートが椅子の背にかけてあった。
　　韓： 침대 곁에는 여행 가방이 그대로 놓였고 ,
	 chimtae	 kyeoth-eneun	 yeohaeng	 kapang-i	 keutaelo	 noh-iye-ossko, 　
 ベッド そばには 旅行 かばんが そのまま 置かれ
 하얀 코트가 의자 등에 걸렸다 .
	 hayan	 khotheuka	 uica	 teung-e	 keol-lye-ssta.
 白い コートが 椅子 背に かける -i/hi/li/ki-た
（18）「それ洗ってあるから食べられるわよ」
　　露： Он	 мытый,	 можешь	 прямо	 так	 есть.
	 On	 mytyj,	 možeš’	 prjamo	 tak	 est’.
 それ（主） 洗う（被形過） できる すぐ そうやって 食べる
■ 自動詞
（19）机の前の壁にはカレンダーが貼ってあった。
　　韓： 책상 앞 벽에는 달력이 붙었다 .
	 chaeksang	 app	 pyeok-eneun	 tallyeok-i	 puth-eossta.
 デスク 前 壁には カレンダーが 貼りついた
　　露：На	стене					перед														столом		висел																					календарь.
　　　　Na	stene						pered															stolom			visel																								kalemdap’.
　　　　壁に　　    前　　　　　机（造）かかっていた　 カレンダー（主）
表 4. シテアル構文に対応する韓国語とロシア語の表現の分布状況
受動文 自動詞文 その他 計
韓国語
17 8 22 47
36% 17% 47% 100%
ロシア語
21 11 15 47
45% 23% 32% 100%
日本語の全場面におけるシテアル構文の使用は 20%であった．シテアルはこれまで多くの研
究者が指摘している（益岡 1987など）とおり、対象に着目して結果の状態（または動作の実現）
を表す表現である。動作主の明示がないとはいえ、その含意を強調する点では、出来事を自然作
用として提示する自動詞と異なる。自動表現は「周りの状況全体が変化した」ととらえる「ナル
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表現」（池上・守屋 2009: 119）である。
シテアルは、動作主の含意があり、明示がなくとも誰が動作を引き起こしたか分かりやすい。
つまり、シテアルは出来事を自動詞のように完全に内部から見て把握しているのではなく、出来
事との距離感をある程度保って客観的に当該事象を描いていると言える。ロシア語や韓国語では
自動詞よりも受動文で表されることが多い。つまり、両言語にとっても日本語でシテアルが好ん
で用いられる場面は、より客観性の高い場面として捉える傾向にある。
8. 2. 3. 自動詞文
池上 （2011: 318） は、日本語話者は「話者が言語化しようとする事態の中に身を置き、当事者
として体験的に事態把握をする」ことを好む、すなわち、「実際には問題の事態の中に身を置い
ていない場合であっても、話者はあたかもそこに臨場する当事者であるかのように、体系的に把
握をする」という「主観的把握」を特に好むとし、心理的述語・指示詞・移動動詞などを日本語
の「主観性」が現れる指標として挙げている（Ikegami,	2005）。「何が起こったか」「どうなったか」
といった描写を好むのは、外界の事態を話し手の視点から捉えるからであり、仮に人為的な事態
であっても、事態の中に身をおいて自然にそうなったと捉え、表すのが日本語の自動表現である。
表 5は、日本語で自動詞が用いられた全 154場面のうち、韓国語とロシア語ではどのような構
文で表現されているかを示したものである。韓国語では約 4割 （38%）が自動詞文、約 3割（31％）
が受動文が選択されている。それに対してロシア語では、約 4割（38％）が自動詞文であるのは
韓国語と同様であるが、受動文は 16％と韓国語の約半数であった。
表 5. 自動詞文に対応する韓国語とロシア語の表現の分布状況
受動文 自動詞文 その他 計
韓国語
47 59 48 154
31% 38% 32% 100%
ロシア語
25 59 70 154
16% 38% 46% 100%
■ 受動文
（20）ロウソクが消され、居間の電灯も消えていた。
　　韓：촛불은 　   　꺼지고 　   거실 　　   전등도　　      꺼졌다 .
　　　　chospul-eun							kkeociko	　keosil													ceonteungto									kkeo-cye-ssta.
　　　　ろうそくは　   消え　　　居間　          電灯も　　　　消す -cita-た
（21）ほら、地図を買うと小冊子みたいなのがついてるでしょ？
　　露： Карты	 когда	 покупаешь,	 к	ним	же	 прилагаются
	 Karty	 kogda	 pokupaeš,	 k	nim	že	 prilagajutsja
 （対） とき 買う それに つける -再帰
　　　　такие																	типа																		памфлеты?	
　　　　takie																			tipa																				pamflety?
　　　　そのような  　種類（主）　　パンフレット（生）
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■ 自動詞
（22）螢はインスタント・コーヒーの瓶に入っていた。
　　韓： 그건 인스턴트커피 병 들어 있었다 .
	 keukeon	 inseutheontheukheophi	 pyeong-e	 teul-eo	 iss-eossta.
 それは インスタントコーヒー 瓶に 入って いた
　　露： Светлячок	 сидел	 в	банке	 из-под	 растворимого	 кофе.
 Svetljačok	 sidel	 v	banke	 iz-pod	 rastvorimogo	 kofe
 蛍は 座っていた 瓶に インスタントコーヒーの
このように、日本語では自動詞によって表現される場面において、韓国語もロシア語も自動詞
文か受動文が使われるが、自動詞による表現はともに 4割弱にとどまっている。このデータは、
韓国語やロシア語と比べると日本語のほうが自動詞を好んで用いるということを示しており、事
象を内側から眺めて主観的に表現する傾向があることが見て取れる。
8. 2. 4. 「その他」の表現
受動文や自動詞文以外の「その他」の構文選択が、韓国語では 81場面（35%）、ロシア語では
110場面（47％）を占めた。「その他」にはどのような表現があるのか、見ていく。「その他」と
いうのは、受動文や自動詞文以外の構文が使用された例のことを指す。
表 6. 韓国語とロシア語の「その他」の表現の分布状況
他動詞 存在動詞 その他 計
韓国語
25 30 26 81
31% 37% 32% 100%
ロシア語
20 38 40 98
22% 39% 41% 100%
以下の例文 （23, 24） のように自動詞以外では他動詞が能動文として用いられたり、（25, 26）の
ように目の前に存在することだけを示す存在文が用いられたりしている。池上 （2011: 318） は主
観的把握に対する概念として「客観的把握」について「話者が言語化しようとする事態の外に身
を置き、傍観者、ないし観察者として客観的に事態把握をする場合。実際には問題の事態の中に
身を置いている場合であっても、話者はあたかもその事態の外に身を置いている傍観者、ないし
観察者であるかのように、客観的に事態を把握する」と説明している。自動詞や受動文に比べ、
他動詞の能動文による表現は事態をその外から傍観者的に眺めて描写したものであると言える。
また、存在文は自動詞の典型的なものであるが、結果の状態をもたらした行為の含意がなく、眼
前の状態をありのままに捉えて表現していることから、傍観者的に捉えた客観的な表現であると
考えられる。
■ 他動詞
（23）「それ洗ってあるから食べられるわよ」
　　韓： “이거 씻은 거니까 먹어도 돼 .”
	 		ikeo	 ssis-eun	 keonikka	 meok-eoto	 twae
   これ 洗った のだから 食べても いい
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（24）だってあなたに会えないのはやはり淋しいもの、と緑の手紙には書いてあった。
　　露： В		письме	 она	 писала,	 что		…,		поскольку,	 не	встречаясь				
 V		pis’me	 ona	 pisala,	 čto		.	.	.,		poskol’ku,	 ne	vstrečajas’		
 手紙に 彼女（主） 書いた 関代 だって 会わなくて
 со	мной,	 она	 чувствует	 себя	 одиноко.
 so	mnoj,	 ona	 čuvstvuet	 sebja	 odinoko.
 私と 彼女（主） 感じる 自分（対） 一人と
■ 存在動詞
（25）「冷蔵庫にビールが入ってるから、そこに座って飲んでてくれる？」
　　韓： “냉장고에 맥주 있으니까 거기 앉아서 마시고 있을래 ?”
	 		naengcang-ko-e	 maekcu	 iss-eunikka	 keoki	 anc-aseo	 masiko		iss-eullae?
   冷蔵庫に ビール あるから そこに 座って 飲んでいてね
（26）テーブルの上には小さな白い灰皿と新聞と醤油さしがのっていた。
　　露： На	столе	 была	 маленькая	 пепельница,		 газеты,	 бутылка	 соевого		соуса.
	 na	stole	 byla	 malen’kaja	 pepel’nica,	 gazety,	 butylka	 soevogo		sousa.
 テーブルに あった 小さい 灰皿（主） 新聞（主） 瓶（主） 醤油（生）
全 235場面における存在文の使用については、ロシア語が 38例（17％）、韓国語が 30例（13％）
であり、ロシア語のほうが若干多い。つまりロシア語のほうが、結果を引き起こした動作主・原
因には無関心に、客観的に眼前の状態を描写する傾向にあると思われる。
8. 3. 受動文選択の特徴
ここでは、各言語でどんな場面において受動文が選択されたかを見ていくことにする。表 7は、
各言語において受動文が使われた動詞の一覧である（複数回使用されたもののみ）。「書く」や「つ
く」といった対象そのものの出現や変化を表す動詞はどちらの言語にも受動文が多く見られた。
韓国語の受動文は、「置く」や「かかる」といった対象の位置変化を表す動詞に多く見られ、一方、
ロシア語の受動文は「はさむ」や「閉まる」のような動作主が行為を行わないと実現しない状態
を表す場合に受動文が多く見られた。こうして韓国語とロシア語の受動文使用は動詞の他動性の
度合いと関連があるようにも見える。
表 7. 韓国語とロシア語の受動文の動詞の分布状況
韓国語 ロシア語
書く （9） 乗る （2） 書く （10） 貼る （2）
つく （7） 残る （2） つく （6） 開く （2）
置く （5） はさむ （3） 建つ （2）
かかる （5） 閉まる （3） 手入れする （2）
開く （2） 仕切る （2）
8. 4. パラレルコーパスに見られる受動文選択の特徴
以上のパラレルコーパス分析により、動作主が不特定の意図的に行われる動作を描写する場合
の、日本語と韓国語の特徴は次のようにまとめられる。即ち、アンケート調査でも指摘したとお
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り、日本語はロシア語や韓国語に比べると、主観的把握を好むと言える。
1. 日本語も韓国語もロシア語も受動文や自動詞文を用いる。
2. 日本語はシテアル構文も用いる。
3. 韓国語やロシア語は他動詞の能動文や存在構文を用いることもある。
4. 日本語は自動詞使用が 6割以上で、事象を内側から眺めて示すことを好む
5. 韓国語は受動文使用が 35％、位置変化の原因に着目して示すことを好む
6. ロシア語は受動文使用が 26％、動作主の行為に着目して示すことを好む
9. 日本語と韓国語とロシア語の比較
これまで明らかにしてきた両言語の事態把握の傾向を、Uehara	（2006）の主観性のスケールを
援用し図示すると図 1のようになる。つまり、動作主が不特定の人為的事態を表現する場合、事
態把握の傾向として相対的に主観性を好むのは日本語、ついで韓国語、客観性を好むのはロシア
語ということになる。
10. 結
本研究は、動作主不特定の人為的事態を表す場合、言語間でどう違うかという問題を、日本語、
韓国語、ロシア語において比較した。その結果以下の点が明らかになった。
動作主が不特定の人為的事態を表す場合、
Ⅰ．日本語は、明確な動作主の存在を前提としない自動的表現が多く用いられることから、主観
的把握を好んで表現する傾向にある。
Ⅱ．結果の状態を受動文で描写する場合、韓国語は位置変化の原因に着目して受動文を選択する
傾向があり、ロシア語は動作主の行為を前提として選択する傾向にある。両言語とも日本語よ
り客観的描写を好む。
今回の成果を踏まえ、結果を表す場合の、自動詞やシテアルの使い分けについて、言語話者ご
とに次のように指導することが可能となる。例えば、「韓国語もロシア語も自動詞文の場面では
自動詞のシテイルが使える」「受動文が好まれる場面ではシテアルを積極的に用いる－両言語と
も『書いてある』や『つけてある』、韓国語なら『置いてある』や『かけてある』、ロシア語なら『挟
んである』や『閉めてある』の使用を推奨する」など。こうすることで、より自然な日本語の使
用が可能になると思われる。そのためにも、本研究をさらに発展させ、構文分布の正確な状況を
知る必要がある。
Subjective Objective
日本語 韓国語 ロシア語
自動詞文
シテアル 存在文
受動文 能動文
図 1. 結果表現における主観性の尺度
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註
1）  略語：被形過=被動形動詞過去短語尾、主=主格（Nominative case）、生=生格（Genetive case）、対=対格（Accusative 
case）、造 =造格 （Instrumental	case）、関代＝関係代名詞
2）  接辞形は固有語の形容詞と動詞の語幹に付き、「どの用言に付くのか、-i/hi/li/ki-のうちどの形が付くのかはす
べて語彙的に決まっている」（円山 2015: 111）。また、「自動詞化・他動詞化・受動化・使役化という複数の機能」
を持ち、動詞の形態だけでは「どれに該当するのか判別でき」ない （円山 2015: 111）。本稿で取り扱う接辞形のデー
タは、個々の構文や文の意味、文脈から受動文と判断した。
3）  例文 6については引用文献にあったものをそのまま掲載しているが、何人かの韓国語母語話者から不自然ま
たは間違った表現という指摘を受けた。 
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